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昭 和 J  年 3 j ]
力  8 年 、 1 j j
0  1 6 年 3 月
力  1 7 年 月
力  2 2 年 月
四  2 6 年 、 1 月
柳 瀬 良 幹 教 授 略 歴
和 臥 山 県 に 生
東 京 帝 国 大 学 法 学 部 卒 業
東 北 帝 国 大 学 法 女 学 部 助 教 授
同 教 授
商 等 試 験 委 員 以 後 1 8 年 及 び 2 1 年 に 再 任
心 法 試 験 委 員 以 後 年 ま で 及 び 3 8 年 に 再 任
新 河 大 学 人 交 学 都 淋 師
以 後 3 6 年 立 で 及 び 、 1 1 年 、 1 2 奪 に 名 年 再 任
柬 北 大 学 評 敵 員 を 併 任 任 期 3 年
法 学 博 士 の 学 位 を 受 く
東 北 大 学 怯 学 部 教 授 ' C 任 命 さ る
束 北 大 学 火 学 院 法 学 研 究 科 担 当
束 京 都 立 大 学 法 経 学 部 講 師 を 併 任 以 後 3 5 年 ま で 各 年 に 同 上 再 任
柬 北 大 学 学 生 部 長 ・ 評 議 R を 併 任  3 3 年 ま で
法 制 審 議 会 行 政 訴 。 公 部 会 委 員 を 併 任 以 後 3 3 年 立 で 名 午 に 再 任
イ ギ リ ス ・ フ ラ ソ ス ・ 西 ト イ ツ ・ ベ ノ レ ギ ー ・ オ ラ ソ グ ・ オ ー ス ト リ プ ・
ス イ ス 及 び イ タ リ ー の 各 匹 ' へ 出 張
束 北 大 野 " 鄭 学 部 長 ・ 東 北 大 学 大 学 院 法 学 研 究 科 長 ・ 東 北 火 学 評 議 員
を 併 任 任 鄭 2 年
同 右 再 任 。 任 抑 ] 1 年
停 年 退 鳫
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発行年
1単
昭和15年
0 16年
著作・論女題目
行政法の基礎理論①
行政法の基礎理論②
(昭和諦年復刻版(合木)刊行弘文引り
(昭和、13年復刻版(合木)刊行清水弘女堂)
行政法に於ける公法と私法
行政行為の醒疫
印翌和、1↓年復刻版刊行消水弘文堂)
人悔の歴史
行政法
行政法講蓑
行政法(改訂新版)
憲法と地方内治
地方団体に対する国の椛力
ク 18午
著
ク 24年
ク 25年
ク 26年
ク 29午
作 目
掲載誌名
録
ク32年行政法諧義(改訂版)
ク33年行政法教科譜
ク35年公用負担法
ク38年行政法教科書(改訂版)
行政法講義(三訂版)
ク"年元首と機関
白治法と士地法
行政法教科書(再訂版)
他に随筆集として
ヨーロツパところどころ昭手Π32年
法書片言一副題・心の影一昭和"年
11 論文書評等
略号凡例
巻号 発行所
1
有斐閣公法叢書②
角川書店角川全課●
良謠い苫及会
角川書店角川全書9
日木訶ξ命新社法律学休系
第2部法学理論籍56
良書普及会
有斐閣
有斐閣法律学全集H
有斐閣
良書普及会
有斐閑
有信堂
有斐'閣
国家学会雑誌
法学協会雑誌
公法研究
自治研究
補償研究
自治論集
法祁時報
ジュリスト
行政法誥座
柳瀬「行政法の基礎理論」
講座
理 i"
'1、t
良・心普及会
明治き
行圭
シ:エ
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????
ー?
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?????????
?
2公 法 伺 「 行 政 法 に 於 け る 公 法 と 忍 法 」
最 症 同 「 行 政 行 為 の 最 癌 」
人 椛 同 「 人 佐 の 歴 史 」
應 法 ・ 同 「 憲 法 と 地 方 府 治 」
権 力 同 「 地 方 団 休 に 対 す る 国 の 権 力 」
元 首 同 「 元 首 と 機 関 」
士 地 同 「 自 治 と 士 地 」
国 家 " 巻 Ⅱ 号愛 蘭 自 由 国 憲 法 に 就 て ①
国 家 4 5 巻 d 号愛 蘭 自 由 国 憲 法 に 就 て ②
国 家 結 合 と し て 見 た る 英 帝 国 ①
国 家 妬 巻 1 2 号
1 9 3 0 年 度 海 外 政 治 事 情 ・ 英 吉 利 同 家 4 5 巻 1 号
国 家 妬 巻 1 号 ・  2 号 ・  3  号
国 家 結 合 と し て 見 た る 英 帝 国 ② ③ ④
エ ル ザ レ ム ・ 国 事 裁 判 論 ( 紹 介 )
国 家 4 6 巻 7 号
国 家 4 6 巻 1 0 号浩 水 澄 ・ 逐 条 帝 国 窓 法 誥 義 ( 紹 介 )
国 家 4 7 巻 2 ・ 号 ( 理 論 ② 所 収 )
公 物 の 所 右 怖
国 家 4 7 巻 6 号
美 濃 部 逹 吉 ・ 行 政 法 撮 要 ( 改 訂 版 ) ( 書 評 )
道 路 隣 地 者 の 求 償 権
東 北 帝 国 大 学 法 文 学 部 1 0 周 年 記 念 法 学 論 集 ( 理 論 ② 所 収 )
昭 和 5 年
ノ ノ  6 左 r 、
力
7 年
/ ノ
8 年
ノ ノ
9 年
既 得 桁 の 理 論
美 濃 部 教 授 還 暦 記 念 ・ 公 法 学 の 諸 問 題 第 2 巻 ( 理 論 ② 所 収 )
愈 法 上 の 習 俗 的 規 律 法 = 二 3 巻 5 号
オ ー ス ト リ ア の 新 憲 法
法 学 3 巻 1 0 号
国 家 絽 巻 ] 号
園 部 敏 ・ 行 政 法 原 論  q 汎 介 )
美 濃 部 達 吉 ・ 議 会 政 治 の 検 討 ・ 憲 法 と 政 党 鬮 家 給 巻 8 号
( 紹 介 )
シ ュ テ ッ テ ル ・ 公 法 上 の 損 失 補 償 法 学 3 巻 9 ・ 号
( 紹 介 批 評 )
法 学 4 巻 Ⅱ 号 ( 理 論 ② 所 収 )
蒋 察 の 観 念
オ ー ス ト リ ア 聯 邦 愈 法 ① ② ( 際 訳 )
国 家 円 巻 2 号 ・ 4 号
法 学 4 巻 6 ・ 号
河 村 ヌ 介 ・ 直 接 民 主 政 治 ( 紹 介 批 評 )
法 学 4 巻 1 0 号
フ プ イ ナ ー ・ 現 代 政 治 の 理 論 と 実 際
( 紹 介 批 評 一 五 十 嵐 豊 作 氏 と 共 著 )
波 辺 宗 太 郎 ・ 日 本 行 政 法 ・ 上 巻 ( 紹 介 ) 国 家 四 巻 1 0 号
公 法 上 に 於 け る 契 約 の 可 能 及 下 白 由 ① ②
・ 1 0 号 ( 理 論 ① 所 収 )
法 学 5 巻 9 号
美 濃 部 達 吉 ・ 公 用 収 用 法 原 理 ( 紹 介 )
国 家 5 0 巻 5 号
新 法 律 学 全 集 第 5 巻
亥 通 ・ 通 信 法
法 学 6 巻 9 号 ( 理 論 ② 所 収 )
符 察 擢 の 限 界
公 法 雑 誌 3 巻 4 号ナ チ ス の 法 治 国 論
法 学 6 巻 4 号ハ ソ ス ・ フ ラ ソ ク 編 ・ ド イ ツ 行 政 法
( 紹 介 批 評 )
法 学 6 巻 1 0 号
美 濃 部 達 吉 薯 ・ 選 挙 罰 則 の 研 究 ( 紹 介 批 評 )
法 学 6 巻 1 0 号
最 近 の 行 政 法 の 著 書 二 種 俳 召 介 批 評 )
マ ウ ソ ツ ・ 行 政 論 ( 紹 介 批 評 ) 法 学 6 巻 1 0 号
Ⅱ 年
力  1 0 年
力  1 2 年
0
昭和玲年 行政法の編別に就て
自由裁量に関する疑問
警察と補償
ヴュルテムベルヒの修正行政法典.草案に就て(1×2)(資料)
法学7巻5号・ 6号
国家訟巻7号
都市闇題27巻2号
法学7巻2号
法学7巻3号
法学7 巻12号
(理論①所収)
(理論②所収)
女化行政の機構と立法
自治の二義
レーマソ・警察の旧慨念と新槻念(船介批評)
明治態政史の近著2冊(紹介批評)
野村教授還暦祝賀公法政治論集(紹介批評)
法学8巻5号・12号平等の原則に就て①②
法学8y令9,号先決問題の観念
司法裁判所の先決問題審理椛
佐藤教授退職記念・法及政治の諸問題
0 14年
野村教授還暦祝賀公法政治論集(理論①所収)
佐々木惣一博士還暦記念寸遊法及行政法の諸問題
(理論②所収)
法学7巻9号(理論①所収)
官吏制度
ケル戸イター教授の公法学交献(資料)
美磯部愽士著・行政刑法概論(紹介批評)
田口弼一・委員会制度の研究(紹介)
ク 15年
法学9巻1号・2号(理論①所収)平等の原則に就て③④
法学9巻10号・12号(公法所収)行政法に於ける公法と泓法①②
国家行政と隣保協同の分航(市制府県制改正案批評)
3
都市問題30巻1号
時報12巻9号(士地所収)官史制度改革問題一ーそのーつの見方
新独乙国家大系第4巻裁判官と法律(陳訳)
企業法規に関する最近の行政法的研究①②(紹介批評)
ク 16年
民事事件と行政出件(Ⅸ2)
第76議会と憲法
第76議会の覚古
京城帝国大学法学会論集の発刊(紹介批評)
「行政效判所50年史」(紹介)
行政行為の不存在①②
行政行為の無効及び取消①②③
ク 17年
(理論②所収)
国家53巻9号
法学8巻3号
法学8巻7号
法協57巻7 号
ノノ 18左下
戦時海運管理要領の研究(小町谷操三氏と共著)
各名委貝制度と地方事務所制度一ーその性質と意畩と
法学12巻 1・号・行政行為の無効及び取消④⑤⑥
官史関係の理解の変逃①②
法学10巻6号'・ 7号(公法所収)
時報13巻4号
時報13巻12号
法学10巻12号
法協59巻9号
法学Ⅱ巻1号・2号(毅疫所収)
法学Ⅱ巻9号・10号・Ⅱ号
(最批所収)
法学Ⅱ巻5号
時報N巻7号
法学9巻5号・ 6号
(最庇所収)
法学12巻10号・11号
?
?
??
4戦 時 行 政 運 用 の 諸 問 題 ^ そ の 原 理 と 我 国 の 現 状
地 方 行 政 恊 議 会 制 度 の 意 義
統 制 会 へ の 職 権 の 委 讓 に 就 て
東 京 都 制 案 に 就 て の 感 想 二 三
地 方 行 政 協 議 会 制 度 と 道 州 制 の 問 題
地 方 行 政 の 新 機 構
前 田 蓮 山 著 ・ 原 敬 伝 ( 紹 介 批 評 )
地 方 行 政 機 構 の 動 向 一 一 地 方 行 政 協 議 会 の 設 織 と そ の 後
臨 時 議 会 の 成 果
新 憲 法 概 観
行 政 法 の 将 来
肖 作 農 創 設 法 に つ い て ① ②
農 地 改 革 と 憲 法
条 例 と 罰 則
愆 法 と 補 償 ( 1 × 2 ) ③
条 例 と 規 則
新 「 適 法 行 為 に 依 る 『 不 法 行 為 』 」
基 本 的 人 佐 と 公 共 の 福 祉 ① ②
ク  1 9 年
ク  2 2 年
ク  2 3 年
ク  2 4 年
時 靴 1 5 巻 3  号
時 報 1 5 巻 8 号
統 制 経 済
都 市 問 題 3 6 巻 2 号
都 市 1 1 3 題 3 7 巻 3 号
都 市 閻 題 3 7 巻 3 号
法 学 1 2 巻 7  号 ・
時 報 1 6 巻 5 号
升 寺 蛾 1 6 巻 1 0 号
時 報 1 9 巻 1 号
自 研 2 1 巻 1 号 ( 人 佐 所 収 )
自 研 2 1 巻 8 号 ・  9 ・ 号 ( 人 怖 所 収 )
農 地 改 革 資 料 3 1 号 ( 人 イ 互 所 収 )
自 W 1 2 5 巻  1 号 ( 人 イ 荏 所 収 )
肉 研 2 5 巻 7  号 ・  8 号 ・  9 号 ( 人 1 初 " 、 T 収 )
季 刊 法 律 学 7 ・ 号 ( 人 佐 所 収 )
わ だ ち 1 2 巻 1 0 号 ( 人 権 所 収 )
法 学 H 巻 2 号 ・ 3 号
( 末 川 博 編 「 基 本 的 人 燿 と 公 共 の 福 祉 」 所 収 )
自 研 2 6 巻 1 号 ( 憲 法 所 収 )
将 察 研 究 2 1 巻 5 号  6 長 法 所 収 )
市 モ 売 評 言 兪 2  巻 1 1 号 '
公 研 4 号 ( 憲 法 所 収 )
訂 研 2 7 巻 卜 号  G 長 法 所 収 )
自 研 2 7 巻 6 号 ( 憲 法 所 収 )
東 北 法 学 会 雑 誌 3 号 ぐ 曝 法 所 収 )
都 市 問 題 研 究 第 1 7 渠 ( 黛 法 所 収 )
法 学 1 7 巻 1 号 ・ 3 号 ( 慌 力 所 収 )
Π 研 2 8 巻 6 号  C 長 法 所 収 )
時 報 別 巻 9 号 ( 戀 法 所 収 )
地 方 口 治 5 1 号  G 販 法 所 収 )
内 治 赤 耿 2 巻 8 ・ 号 ( 態 法 所 収 )
公 研 7 号
法 学 1 8 巻 2 号 ・ 4 号 ( 権 力 所 収 )
公 研 8 号 ぐ 愈 法 所 収 )
公 研 9 号
社 会 学 大 系 1 3 巻 ( 人 権 所 収 )
山 研 2 9 巻 2 号  6 長 法 所 収 )
自 研 2 9 巻 8 号  G 藤 法 所 収 )
自 研 2 9 巻 1 1 号 ・ 1 2 号  4 厳 法 所 収 )
警 察 学 論 集 6 巻 4 号 ( 悲 法 所 収 )
Π 治 庁 編 地 方 自 治 論 文 集
地 方 訂 治 7 6 号 及 び 自 論 第 1 集 ( 憲 法 所 収 )
ウ  2 5 年
ク  2 6 年
弾 劾 疑 義
多 数 決 の 拘 束 力
日 本 の 警 察
公 共 の 福 祉 に つ い て
実 体 法 の 世 界 と 手 続 法 の 世 界
実 体 法 と 手 続 法 再 論
行 政 処 分 の 撤 回 に つ い て
地 方 公 務 員 法 と 地 方 自 治
地 方 団 体 に 対 す る 国 の 権 力 ① ②
憲 法 第 8 章 に つ い て
法 治 主 義 と 法 の 支 配
行 政 委 員 会 管 見
地 方 内 治 と 国 の 喘 , 昌
学 界 展 望 ( 行 政 法 )
地 方 団 体 に 対 す る 国 の 椛 力 ③ ④
行 政 艦 と 司 法 雁 と の 関 係
地 方 自 治 の 本 質
人 権 の 歴 史
" 由 裁 量 と 行 政 訴 訟
民 主 主 義 と 地 方 自 治
愆 法 と 地 方 自 治 ① ②
地 方 自 治 と 警 察
民 主 主 義 と 地 方 n 治
知 事 の 官 選 に つ い て
ノ ノ  2 7 年
ク  2 8 年 、
ク  2 9 年
ク 30年
力 31年
道州制所感
「警察責任」
法書片言
大都市制度寸言
行政学の対象
ク 32年
行政学と行政法学
行政学と行政法学
法治国家
公用負担の概念
財産佐の不可侵と正当な補償
地方自治10年の随想
田中二郎・行政法総論(書評)
行政と行政法
集団示威運動と公共の福祉
公法と私法
元首
自論第2集(士地所収)
警察研究25巻Ⅱ号(士地所収)
ジュリ60号
血論第3集(士地所収)
波辺宗太郎愽士遠暦記念・公法学の諸朋題
(元首所収)
公研H号
講座第1巻
講座第1巻
法学21巻3号
ジュリ130号(士地所収)
自治春秋7巻10号
法協74巻4号
由研34巻4号(元首所収)
ジコリ208号
ジュリ法学教室NO.2
宮沢俊義先生還厄括a念・日本国憲法体系第4巻
(元首所収)
法学セミナーフ1号(元首所収)
ジュリ2Ⅱ号(士地所収)
0 33年
ク 35年
ク 36年
方 37年
ク 38年
元首と象徴
憲法改正の問題点
準法律行為的行政行為の種別について
清宮四郎博士退職記念・惣法の諸問題(元首所収)
自W玲9巻8号・ 9号(士地所収)
ジュリ法学教室NO.8
内論第21集(土地所収)
自論第22集(士地所収)
ク 39年
5
事実行為の取消訴調Ⅸ2)
「統治椛」・「国椛」・「主NiLI
議会と長との関係
地方公営企業の疑問
会呼打の四選禁止について
0 10年
ノノ 41年
行政行為
行政強制
行政機関・行政官庁
士地収用法の改正計画
土地収用法の一部改正法案
農地法と収用法
「収用」というものの性質
ギールケの機鬨論
イェリネクの機関論
ケルゼソの機関論
行政代執行法第2条①②
土地収用法の改正
士地に関する二つの法案
判決の限界一一所船朝日訴訟について
アルプレヒトの国家法人説
ク J2年
行政と経営昭和39年NO.3 (士地所収)
講座第2巻
誠座第2巻
講座第4巻
補研37号(士地所収)
補W卜10・号(土地所収)
補研賜号(土地所収)
土地住宅総合研究1966年冬号(士地所収)
法学31巻1号(元首所収)
法学31巻2号(元首所収)
法学31巻3号(元首所収)
白研43巻2号・3号(士地所収)
時報39巻H号(士地所収)
法の支配H号(土地所収)
判例時報揺5号(士地所収)
国家81巻9.10合併号(元首所収)0 43年
.
6天 皇 機 関 説
府 県 と 郡
郡 制 廃 止 と 府 県 功 罪 論
新 都 市 計 画 法 寸 感
1 1 1  判 例 解 説 ・ 評 釈 等
略 号 凡 例
国 家 国 家 学 会 雑 誌
民 商 民 商 法 雑 誌
判 時 判 例 時 報
ジ ュジ ュ リ
ス
昭 和 6 年 推 薦 状 発 送 の 依 頼 と 衆 議 院 議 員 選 挙 法 第 9 6 条 但 書
国 家 4 5 巻 3 号
( 大 判 昭  5  ・  9  ・  2 2 、 刑 集  9 - 1 0 - - 6 7 4 )
村 会 議 員 補 欠 選 挙 の 効 力 に 関 す る 訴
国 家 4 5 巻 4  号
( 行 判 昭  5  ・ フ ・  2 2 、 行 録 虹 一 8 - 1 1 2 1 )
選 挙 事 務 長 の 責 任 他
国 家 妬 巻 5 号
( 大 判 昭  5  ・ Ⅱ ・  2 0 、 民 集  9 - 1 2 - 1 0 8 4 )
選 挙 及 当 選 の 効 力 に 関 す る 訴 他
国 家 妬 巻 6 号
( 行 判 昭  5  ・ 1 2 ・  2 4 、 行 録 4 2 - 1 - 2 3 )
町 村 長 の 選 挙 立 会 人 又 は 投 票 立 会 人 解 任 権 限
国 家 4 5 巻 9 号( 行 判 昭 6  ・  2  ・  9 、 行 録 4 2 - 2 - 1 4 の
ク フ 年 選 挙 の 結 果 に 異 動 を 生 ず る 虞 あ る 場 合 に 於 け る 補 充 当 選 者 の 地 位
国 家 4 6 巻 4 号
( 行 判 昭 6  ・  5  ・  8 、 行 録 4 2 - 5 - 4 6 )
法 律 の 解 釈 一 家 督 相 続 の 意 義
家 4 6 巻 4  号
( 行 , N 扣 召  6  ・  1 0  ・  2 7 、 行 録 ' 1 2 - 9 - 9 6 4 )
静 岡 県 漁 業 取 締 規 則 の 解 釈 他
国 家 4 6 巻 5 号( 行 判 昭 6  ・  1  ・ 2 9 、 行 録 4 2 - 1 0 - 9 7 フ )
周 知 標 章 存 否 判 定 の 時 捌
( 大 判 昭  6  ・ 1 1 ・ 1 3 、 民 集 1 0 - 1 2 - 1 0 3 2 )
清 算 所 得 申 告 書 の 不 捉 出 と 会 社 の 清 算 結 了 後 に 於 け る 滞 納 処 分
( 行 判 昭  6  ・  H  ・  4 、 行 録 1 2 ・ - 1 0 - 1 0 2 )
国 家 4 6 巻 6 号
府 県 会 議 員 候 補 老 は 投 票 立 会 人 た り 得 る か 他
国 家 4 6 巻 1 0 号
( 行 判 昭 7  ・  3  ・  4 、 行 録 4 3 - 2 - 1 2 の
ク 8 年 一 投 票 区 に 於 け る 選 挙 規 定 遵 反 の 効 果
( 行 判 昭 7  ・ 1 1 ・ 1 0 、 行 録 4 3 - 9 一 卯 の
ク 1 0 年 国 税 徴 収 法 第 3 条 に 所 謂 「 納 剣 限 」 の 意 義 他
( 行 判 昭  9  ・  5  ・ 1 0 、 行 録 妬 一 4 - 2 7 2 )
府 県 道 の 最 批 に 基 く 損 害 の 賠 償 義 務 者
( 大 判 昭 1 0 ・  5  ・ 3 1 、 民 集 N - 1 1 ・ - 9 8 8 )
町 村 会 議 員 の 辞 職 の 手 続 他
( 行 判 昭 1 0 ・ 5 ・ 2 9 、 行 録 4 6 - 4 - 3 7 の
ク Ⅱ 年 行 政 処 分 に 依 る 温 泉 利 用 権 の 制 限
( 行 羽 卵 召 1 0  ・  9  ・ 1 0 、 行 録 ι 6 - 8 - 7 1 7 )
訴 願 裁 決 の 表 示 の 最 批 と 裁 決 の 効 力
( 行 判 昭 1 0  ・ 1 1 ・  2 9 、 行 録 4 6 - 1 0 - 1 0 1 2 )
国 立 大 学 協 会 報 3 9 号 ( 元 首 所 収 )
自 治 名 編 自 治 論 女 集 ( 士 地 所 収 )
自 論 第 2 6 集 ( 土 地 所 収 )
補 研 6 4 号 ( 士 地 所 収 )
国 家 5 0 巻 3 号
国 家 5 0 巻 4 号
国 家 4 7 巻 7  号
国 家 4 9 巻 1 号
国 家 4 9 巻 1 2 号
国 家 4 9 巻 1 2 号
国 家 4 6 巻 5 号
?
特別都市計画に因る換地の公売と清算金の債務
(行判昭10 ・12・ 27、行録46-12-1168)
被選挙怖なき者の立候補届出を受理することの可否
国家50巻Ⅱ号(行判昭11・ 3 ・ 27、行録47-2-128)
行政処分の相手方に非ざる者の出訴期間の起算点他
(行判昭11・ 5 ・フ、行録47-3-184)国家50巻12号
戸数割納税義務者の所得額中より控除すべき「学資金」の意義
(行判昭11・ 6 ・ 6、行録47-4-262)国家51巻1号
府県知事の公有水面埋立免許に対する内務大臣の認可に関しては行政訴訟を
提起することを得司'(行判昭Ⅱ・フ・13、行録47-5-359)国家51巻2号
耕地整理の換地処分の民事訴訟
(大芋扣召11・ 1 ・31、民集15-12-969)国家51巻2号
異議申立人の住所の記載不充全なる異議申立の効力
(行判昭11・11・13、行録47-9-542)国家51巻5号
所有者を誤つて貨借人と為した十地収用手続の効力
国家51巻5号(行判昭11・ 11・ 26、行録'17-9-585)
領海は市町村の区域なりや他
(行判昭11・ 12・28、行録47-10・11・1 2-657)国家51巻6号
法人と行政罰(大判昭11・ 2 ・22、刑集15-3-1'19)国家51巻10号
郵便名宛人の受取義務
(大判昭Ⅱ・ 4 ・ 2、刑集15-6-435)国家51巻10号
所得.金額決定の基礎としての前年度繰越品の価額算定の標準
(行判昭12・ 6 ・21、行録娼一4-234)国家51巻10号
住所及榊戸の事実認定
(行判昭12・フ・21、行録娼一5 ・ 6-29の国家51巻12号
訴願書の宛名の誤りと訴願の効力
(行半卵召12・10・Ⅱ、打録娼一フ・ 8-34の国家訟巻3号
村会議員の兼職禁止と当選訴訟
q了刊昭12・10・20、行録町一フ・ 8-386)国家52巻3号
領海は市町村の区域なりゃ他
(行判昭12 ・10 ・ 26、行録48-9-393)国家噐巻5号
目的なき訴一訴権の承継他
(行判昭12・12・ 21、行録娼一H-567)国家52巻Ⅱ号
士地の収用と其の損失補償額算定の標準
(大豹,瑶13 ・ 3 ・30、民集17-6-585)民商 巻3号
票業認定後の起業者の土地売買
(大判昭13・ 6 ・ 3、民集17-13-1157)民商8巻6号
途法の公売処分と所有佐の取得
(大判昭13 ・11・10、民集17-22-2182)民商9巻5号
小学校敷地拡張の為の土地収用と其の起業者
(大判昭13・12・26、民集17-24-2袷8)民商9巻6号
耕地整理組合費滞納処分事件の被告
(大判昭15 ・ 12 ・ 23、民集19-2↓一235-1)民商13巻6号
河川の工事に付き知事が大臣の認可を得ずして与へたる許可の効力
(大羽扣召18・ 6 ・10、民集22-12-447)民商W巻2号
ノノ 12年
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ク 16年
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8昭 和 2 4 年
ク  2 5 年
投 票 の 秘 密 の 範 冊 一 選 挙 訴 訟 と 当 選 訴 訟
民 商 別 巻 4 号
( 最 判 昭 2 3 ・  6  ・  1 、 民 集  2 - フ - 1 2 5 )
地 方 議 会 の 秘 密 会 を 開 く 手 続
民 商 2 5 巻 4  号
( 最 判 昭 2 4  ・  2  ・  2 2 、 民 集  3 - 2 - ・ 1 ↓ )
昇 給 ス ト ッ プ 条 伊 N 土 行 政 瓢 訟 の 対 象 に な る か 他
( 盛 岡 地 判 昭 3 1 ・ 1 0 ・ 1 5 、 例 集 7 ー ・ 1 0 - 2 1 1 3 ) 判 時 1 1 5 号
行 政 処 分 無 効 確 認 訴 訟 と 仮 処 分
( 最 半 卵 召 2 8 . 6  ・  2 6 、 民 集  7  - 6 - 7  6  9 ) ジ ュ リ 続 ' 叫 例 百 選
行 政 処 分 の 明 白 な 理 疫 と い う こ と の 意 義
民 商 巧 巻 3 号
( 最 判 昭 3 6  ・  3  ・ フ 、 民 集 1 5 - 3 - 3 8 1 )
国 家 賠 償 の 要 件 と し て の 過 失
( 最 判 昭 2 8 ・ Ⅱ ・ 1 0 、 民 集 7 一 Ⅱ 一 1 1 7 フ ) ジ ニ リ 行 政 判 例 百 選
国 家 賠 償 ど 倍 償 責 任 の 負 担 岩
( 最 判 昭 3 0 . 4  ・ 1 9 、 民 集 9 - 5 5 3 、 1 ) ジ ュ リ 行 政 判 例 五 選
公 粉 員 の 職 務 行 為 の 範 囲
ジ ュ リ 行 政 判 例 五 選
( 最 判 昭 3 1 ・ 1 1 ・  3 0 、 民 集 1 0 - 1 5 0 2 )
賠 償 詰 求 の 前 提 と し て の 無 効 確 認 詰 求 と 訴 の 利 益
( 最 判 昭 3 6 . 4  ・ 2 1 、  1 辻 集 1 5 - 4 - 8 5 の ジ ニ リ 行 政 半 1 Ⅱ 列 百 選
司 法 権 と 行 政 権 一 米 内 山 事 件
( 最 判 昭 2 8 ・  1 ・ 1 6 、 民 集 7 - 1 - 1 2 ) ジ ュ リ 憲 法 判 例 百 選
過 員 整 理 の た め の 待 命 に 関 す る 二 つ の 判 決
( 最 判 昭 3 9  ・  5  ・  2 7 、 民 集 . 1 8 - 4 - 6 7 6 )
判 時 3 8 6 号
( 最 判 昭 3 9 ・  5  ・ 2 7 、 民 集 1 8 - 7 1 D
行 政 処 分 無 効 祚 認 訴 訟 と 仮 処 分
( 最 半 1 扣 召 2 8  ・  6  ・  2 6 、 民 集  7  - 6 - 7  6  9 )
ジ ュ リ 続 判 例 百 選 第 2 1 阪
厚 生 大 臣 の 所 需 職 机 告 示 の 効 力 停 止 に 関 す る 決 定
( 東 京 地 決 昭 4 0 ・  4  ・ 2 2 、 例 集 1 6 - 4 - 7 0 幻
判 時 4 1 3 号
( 束 京 高 決 昭 4 0 ・  5  ・ 3 1 判 時 4 0 9 号 )
変 疋 路 線 の 道 路 改 築 事 業 と 士 地 収 用 法 一 条
( 行 判 昭 1 9 ・ フ ・  8 、 行 録 弱 一 1 1 の ジ , リ 土 地 収 用 判 伊 Π 圷 選
地 方 税 と 和 税 法 定 主 義
( 最 判 昭 2 8 ・ 4 ・ 3 0 、 刑 集 7 - 4 - 9 0 9 ) ジ ュ リ 科 税 判 例 百 選
台 帳 地 積 に よ る 換 地 予 定 地 の 指 定 及 び 道 路 等 の た め の 換 地 の 減 歩 と 戀 法 2 9 条
( 最 判 Π 召 3 2 ・ 1 2  ・  2 5 、 民 集 1 1 - H - 2 4 2 3 )
ジ ュ 川 長 法 判 例 百 選 ( 新 版 )
ク  3 2 年
ク  3 5 年
ク  3 6 年
ノ ノ  3 7 年
ク  3 8 年
ク  3 9 年
力  4 0 年
0  4 3 年
Ⅳ そ の 他
そ の 他 東 北 学 生 新 朋 , 河 北 新 報 等 を は じ め と し , 数 多 く の 新 聞 寄 稿 が あ る が , こ れ
ら は す べ て 割 愛 す る 。 こ れ ら の 、 の X 中 の 一 曹 偸 よ , 柳 瀬 「 人 権 の 歴 史 」 に 収 録 さ れ て
い る 。
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